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よりご説明いただいた。くずし字 AI-OCR の認

識精度の高さは、膨大な量の字形データベー

スを蓄積してきた印刷会社の成せる業だと感

じた。今後も、判読できなかった字形を AI に

繰り返し再学習させることにより、認識精度

の向上が可能であるとのこと。さらに、解読

結果を利用した「ふみのはビューア」や「ふ

みのはタッチ」というシステムの導入による

新たな展示方法や、ASP として提供される「ふ

みのはゼミ」を利用した、大学での授業や年

史の編纂事業など、活用の場は多岐にわたる

であろう。しかし、字形には表れない年代・

地域・文脈・書き手の心情などの情報も考慮し、

総合的に判断したうえで解読することは難し

　第 122 回全国大学史資料協議会東日本部会

研究会は、2021 年 3 月 11 日（木）、凸版印

刷の印刷博物館研修室において、「企業におけ

る史資料アーカイブの取り組み（発掘・共有・

公開など）の現状について」をテーマに、凸

版印刷の 3 名の演者による事例報告と開館 20

周年記念でリニューアルされた印刷博物館の

見学という内容で行われた。また、今回の研

究会は Zoom を使用したオンライン参加型と、

会場参集型のハイブリッド方式という新しい

試みを取り入れて開催された。

　第 1 報告は、古文書解読とくずし字資料の

利活用サービスである「くずし字 OCR とふみ

のはゼミ」について、凸版印刷の福井尚子氏

青山学院資料センター　岩本　智実

第122回東日本部会研究会 参加記
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・岩本　智実「第122回東日本部会研究会 参加記」

・石井奈穂美「東日本部会2021年度総会記念講演を拝聴して」

・内藤　清志「第123回研究会に参加して」

・全国大学史資料協議会東日本部会2021年度総会議事録

・全国大学史資料協議会東日本部会幹事会議事録

・全国大学史資料協議会東日本部会研究会記録

2021年3月11日（木）第122回東日本部会研究会（於：凸版印刷「印刷博物館」／オンライン）



− 2−

大学アーカイヴズ　№65

いため、まだまだ人間の能力を超えられない

部分もあるとのことであった。

　第 2 報告は、クラウド型ファイル管理・共

有サービス「IMAGE WORKS」を活用した資

料の整理と共有について、凸版印刷の立木玲

央 氏 よ り 解 説 し て い た だ い た。「IMAGE 

WORKS」はデジタルアセットマネジメントと

いう概念をもとに設計された富士フィルムの

ファイル管理・共有サービスであり、あらゆ

るコンテンツやドキュメントにおける活用が

可能で、大容量、高速転送、グローバル対応

といった機能を有しているとのこと。特に「ダ

ウンロード申請・承認」と「文書内検索」の

機能については、デジタルアーカイブの管理

運営上、非常に有効な機能だと感じた。コロ

ナ禍におけるテレワークの普及や業務のデジ

タル化の中で、安全面を担保しながら、今後

も更なる機能の進化が期待されるサービスで

あると感じた。

　最後に第 3 報告として、「印刷博物館の設

立とリニューアル」と題して、開館 20 周年を

迎えた印刷博物館について、その設立の経緯

などを副館長の宗村泉氏よりご紹介いただい

た。印刷博物館は、2000 年に創立 100 周年

記念事業として、会社のブランドイメージを

文化面から高めるとともに、「印刷とはなにか」

といったことを追究する「印刷文化学」の構

築を目指し開館した。しかし、開館 10 周年の

時点でその定義や具体的な活動方針の構築に

至らず、再度、印刷博物館の存続と発展向上

のために「印刷文化学」の構築を目指し、

2020 年のリニューアルに向けて学芸員中心の

プロジェクトを立ち上げ、昨年 10 月の開館に

至ったとのこと。2000 年の開館当初より、販

促活動重視のショールーム的な施設ではなく、

「印刷文化学」の構築を目指した「文化施設」

としての位置付けを選択し、それを継続され

ていることに、経営層をはじめとし開館に携

わった責任者の方々の強い意志を感じた。ま

た、設立にあたっては、知識や資格を持って

いることよりも、その館が発信するコンテン

ツが「好き」であることがポイントであり、オ

タク的な担当者の存在も重要であるといった

ことや、館を運営していくためには、2 ～ 3

年で旧式になってしまうデジタル機器に頼ら

ない、アナログによる表示や仕掛けも重要で

あるなど、興味深い体験談もお聞かせいただ

いた。

　報告後の質疑応答では、経営層の理解を得

るためにどのような活動をされたかとの質問

があり、時代の話題性や会社（博物館）とし

てのバリューを高められることを説いたり、

他にはない独自性の強い企画の立案や、海外

からの著名人を来賓として招待したことなど

があげられた。今後、各大学で博物館、資料

館などの開設またはリニューアルを検討する

際にも参考になるのではと感じた。

　報告会終了後、2 班に分かれてリニューア

ルした印刷博物館の見学を行った。約 2,000

㎡の展示スペースは圧巻で、体験参加型の印
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刷工房も併設されており、映像解説やグラ

フィックを多用した展示など、企業系ミュー

ジアムの「財力」を見せつけられたような気

がした。と同時に、日本と世界の印刷の歴史や、

印刷技術も理解できるような展示となってお

り、まさしく「印刷文化学」を追究した「文

化施設」としての役割を果たしていると感じ

た。懐かしいポスターや商品パッケージの数々

も展示されていたが、個人的には、世界最古

の印刷物とされている「百万塔陀羅尼」を見

ることができ、非常に感動した。

　余談ではあるが、印刷博物館のロゴマーク

は「見」という字の象形文字をモチーフとし

ているとのこと。印刷物や文字に接するとき、

まず「見る」という行為により始まることから

ロゴマークに採用されたとのことであった。

ける大学史の編纂は、戦前の周年事業から始

まっている。1907 年に法政大学法学部の機

関誌である『法學志林』の第 100 号に『法

政大學の過去及現在』（石原三郎著）が掲載

されたのち、1909 年に法政大学史としては

最初の出版物となる『法政大學参拾年史』が

発行され、そのほかにも複数の資料で大学の

歴史がまとめられた。

　戦後、1961 年になると『法政大学八十年

　2021 年 5 月 27 日、全国大学史資料協議会

東日本部会 2021 年度総会・講演会が開催さ

れた。当初は法政大学市ヶ谷キャンパスにて開

催される予定であったが、新型コロナウイルス

感染症の感染拡大に伴う緊急事態宣言の延長

により、対面形式での開催は見送られ、Zoom

を活用したオンラインでの開催となった。

　当日は会場校であった法政大学のお二方に

ご講演をいただいた。以下にご講演の内容を

まとめ、最後に当館の事例と比較しつつ感想

を述べたい。

　古俣達郎氏からは、「法政大学における大

学史編纂の歩みと HOSEI ミュージアムの開

設について」と題して、2020 年に開設され

た HOSEI ミュージアムの過去・現在・未来

についてご講演をいただいた。法政大学にお

日本獣医生命科学大学付属ワイルドライフ・ミュージアム　石井奈穂美

東日本部会2021年度総会記念講演を拝聴して

2021年5月27日（木）全国大学史資料協議会東日本部会 2021年度総会（オンライン開催）
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史』が刊行される。これは、法政大学初の本

格的な通史として実証主義に基づいて作成さ

れたものである。戦前の年史では、学校の創

立を 1879 年としていたが、資料調査により

「東京法学社開校ノ趣旨」が発見され、1880

年に改められた。このころから、大学史資料

室の設置が構想されるようになるが、当時は

実現しなかった。

　周年事業から恒常的な編纂体制への移行

は、100 周年事業がきっかけとなっている。

100 周年事業の一環として、1978 年から『法

政大学史資料集』の刊行が始まり、1980 年

には『法政大学百年史』が刊行される。この

時の編纂委員会が母体となり、大学史編纂室

が設置されることになった。

　このような流れで設置された大学史編纂室

であるが、2008 年から 2009 年にかけて、「法

政ミュージアム」の設置に伴う廃止が検討さ

れていた。最終的には、大学史編纂室の体制

を変更し事業内容に展示公開を追加すること

で編纂室の廃止が免れ、2020 年には「HOSEI

ミュージアム」として大学史の展示が始まった。

　今後の活動と課題の一つとして、法政大学

創立 150 周年に向けた事業が挙げられた。

2030 年に創立 150 周年を迎える法政大学は、

2019 年からオーラル・ヒストリーを開始し、

資料調査を進めているが、コロナ禍で中断を

余儀なくされている。また、大学史の編纂を

担う部署が展示活動を同時進行で行うことに

よる業務上の負担も課題として挙げられた。

　北口由望氏からは、「HOSEI ミュージアム

の取り組み」と題して、同館の「大学史サイ

ネージ」についてご講演いただいた。

　「大学史サイネージ」とは、HOSEI ミュー

ジアムの大学史ゾーンに設置された 4 台の

デジタルサイネージのことを指す。大学史

ゾーンでは、法政大学の成り立ちを 4 つの

時代（若者たちによる建学、進取の気象、自

由と進歩を追い求めて、たゆまぬ変革の明日

へ）に分けて示しており、各時代の展示内容

にデジタルサイネージ 1 台が対応している。

デジタルサイネージはカメラ方式のタッチパ

ネルとなっているため、来館者はデジタルサ

イネージに触れることで、各時期の歴史や人

物について、詳細な情報にアクセスすること

ができる。

　ミュージアムについて検討が始まった当初

から、デジタル技術の活用が検討されていた。

当初は「法政大学ミュージアム」と仮称され、

箱物としてのミュージアムではなく、ICT 技

術を活用したデジタル空間でのミュージアム

が構想されていた。議論の結果、デジタル空

間のみではなく、実際に展示場所が設けられ

る こ と と な り、2017 年 12 月 に 理 事 会 で

ミュージアムの設置が承認された。

　展示室のレイアウトや展示内容について

は、人物（フロントランナー）を軸に法政大

学の過去・現在・未来を表現することを基盤

として検討が進められたが、デジタルサイ

ネージが採用された背景には、ミュージアム

の規模の影響が大きい。HOSEI ミュージア

ムは、既存の校舎ビルの 1 階を改築して作
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られており、展示室の面積は 100 ㎡ほどで

ある。小規模な展示室であっても、デジタル

サイネージであれば来館者の動線を確保しつ

つ多くの情報を提示することができ、来館者

がそれを能動的に閲覧することが可能とな

る。最終的に、大学史展示はデジタルサイネー

ジをメインにコンパクトな実物展示を併用し

た融合案が採用された。

　デジタルサイネージに表示されるコンテン

ツは、法政大学の学風を形作った人物の群像

を通じて法政の歴史を表現し、さらに法政の

歴史を通じて時代を知ることを意図してい

る。各コンテンツは単純に年代順に並べられ

るのではなく、人物を中心に様々なトピック

がリンクする形で表示されるため、来館者は

直感的に興味の赴くままに情報に触れること

ができる。なお、年代順に閲覧したい来館者

にも対応するため、コンテンツの一覧表示も

可能となっている。

　最後に現状の課題として、web 上で公開

されているデジタルアーカイブとの連携が挙

げられた。構想の時点では、デジタルアーカ

イブとデジタルサイネージをリンクさせるこ

とが予定されていたが、セキュリティの問題

により、現時点ではデジタルサイネージを

web に接続することはできていない。また、

デジタル機器に抵抗のある来館者への対応も

課題の一つとして挙げられた。

　筆者は、日本獣医生命科学大学の付属博物

館であるワイルドライフ・ミュージアムに所

属している。当館は本学で学芸員課程を学ぶ

学生の実習施設の需要から 2015 年に設置さ

れた博物館であり、開館当初は主に自然史資

料の収集・展示を行っていた。その後、大学

史資料の収集・保管も当館が担うようになり、

2017 年からは大学史に関する展示も実施し

ている。大学史の編纂室を持たず博物館がそ

の役割を担う当館は、大学史の編纂室が展示

業務を担う法政大学とは逆の立場ではある

が、大学史資料の収集管理業務と展示業務の

バランスが難しく、業務上の負担が生じてい

ることは共通であると感じた。一方で、今回

のご講演を拝聴し、魅力的な展示の実現には

日々の歴史編纂業務が重要であることも痛感

した。デジタルサイネージ 4 台には 5 万字

を超える情報が詰め込まれており、それぞれ

の情報が人物を中心に丁寧に紐付けられてい

る。人と人、人と物、人と出来事のつながり

から法政大学の歴史を表現するという展示構

成は、日々の歴史編纂業務の蓄積が有るから

こそ可能であると感じた。

　当日はオンラインでの開催となったため、

実際にミュージアムを見学することは叶わな

かったが、事前にミュージアムの様子を撮影

した紹介動画を公開していただいた。来館者

の興味の赴くままになめらかに表示を変える

デジタルサイネージの様子に、自分も触って

みたいと心を惹かれた。コロナ禍が落ち着い

た暁には、ミュージアムを訪ね法政大学の歴

史に触れたいと思う。
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が可能であることについて、歴史的背景も含め
ての説明がなされた。
　続いて、デジタル史資料の活用について、画
像データ、テキストデータ、タグ付きデータ各
段階の活用難易度の説明があり、デジタル史資
料を活用しやすくするためには、テキストデー
タの構造化（タグ付け）が有効であるとのこと。
構造化テキストについて、国内外の事例から「人
名」を例に属性ごとの情報を整理・提示するこ
とによって検索がしやすく、また、情報のおお
まかな傾向を示すことで検索の手がかりをつか
みやすくすることができ、データベースの活用、
検索者支援につながるとの結論であった。
　講演の後、言語学・コーパスとデジタル・
ヒューマニティーズとの関わりや、TEI につい
ての質問、大学史編纂における公開、今後の展
望等の質疑応答があり、有益な情報収集が行
えたと感じた。
　全体をとおした感想として。大学史資料の収
集においては、以前の「現物収蔵」を中心とし
た収集・整理の段階から、活用を見据えた上で
の収集・整理、データ化（電子化）が必要とな
る段階に移行しつつあることが窺えた。大学史
資料においては、以前よりテキストマイニング
等の利用による文章の傾向を探ることは行われ
ていたが、おおまかな傾向を知るレベルに留
まっていたと認識している。TEI によるテキス
トデータを構造化することにより、検索利便性
が上がることはもとより、より高度な分析が可
能となり、閲覧者にとって「気付き」「検索しや
すい」大学史資料の閲覧が可能になるのではな
いかと感じた。今後の研究に注視したい。また、
本学における大学史資料公開、大学史編纂に
おいて大変参考となる講演であったと感じた。

　2021（令和 3）年 7 月16 日、全国大学史資
料協議会東日本部会第 123 回研究会が千葉大
学とオンラインのハイブリッド形式で開催され
た。本研究会のテーマは「情報の構造化による
データベースの検索利便性の向上」で、千葉
大学　人文社会科学系教育研究機構　小風助
教による講演の後、質疑応答が行われた。
　小風氏は 7 月 26 日に発売となる「欧米圏デ
ジタル・ヒューマニティーズの基礎知識」を著
しており、また、渋沢栄一記念財団との共同研
究事業「渋沢ダイアリー」の開発を行った研究
者である。本講演は前述の研究成果、著書の
内容から、データベース上の情報の構造化によ
る検索利便性をいかに上げるか、という昨今の
デジタルアーカイヴズにおける検索に関する問
題点の解決につながる内容である。

　まず、デジタル・ヒューマニティーズ、TEI（Text 
Encoding Initiative）等の説明があった。デジ
タル・ヒューマニティーズはデジタル人文学、
人文情報学とも訳され、人文科学における情報
化に関する研究、調査、教育および考案である。
技術的には TEI と呼ばれる人文学資料をデジタ
ル化するための国際的な共同プロジェクトのガ
イドラインに準拠し、XML を技術基盤とする
ため、特定のハードウェアやソフトウェアに依
存せず効率的、効果的に情報の共有を行うこと

玉川大学教育博物館　内藤　清志

第123回研究会に参加して

2021年7月16日（金）第123回東日本部会研究会（於：千葉大学／オンライン）
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日　時　2021 年 5 月 27 日（木）

　　　　13：30 ～ 14：20

会　場　Zoom によるオンライン開催

〔部会総会の成立〕

＊現会員数と出欠状況

総  計 出  席  欠 席

機関会員 67 32 12

個人会員 34 5 7

総　　計 101 37 19

＊ 総会定足数は、機関会員 67、個人会員 34

の総計 101 の過半数。

＊ 部会規約第 11 条第 5 項に基づき、欠席届

を委任状とするため、出席会員数 37 と欠

席届提出会員数 19 の合計は 56 となり、

部会総会は成立した。

［出席会員］

　跡見学園女子大学、お茶の水女子大学、

　学習院、神奈川大学、慶應義塾、

　國學院大學、淑徳大学、女子美術大学、

　聖心女子大学、専修大学、創価大学、

　大東文化大学、拓殖大学、玉川大学、

　中央大学、帝京大学、東海大学、

　東京経済大学、東京農業大学、東邦大学、

　東北学院、東北大学、東洋英和女学院、

　東洋学園大学、東洋大学、

　日本獣医生命科学大学、日本大学、

　法政大学、武蔵野美術大学、明治大学、

　明星学苑、立教学院、

　古俣達郎、林慎一郎、檜皮瑞樹、

　藤田茂、古郡信幸

　　　　　　　　　　（出席者合計 53 名）

〔配布資料〕

　１．総会次第

　２．2021 年度総会参加者一覧

　３．2020 年度事業報告書

　４．2020 年度収支決算書

　５．2020 年度貸借対照表

　６．2021 年度事業計画書（案）

　７．2021 年度収支予算書（案）

　８．会員名簿

全国大学史資料協議会東日本部会
2021年度総会議事録
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開会の挨拶　瀬戸口　龍一氏

　　　　　　　　　　（会長校・専修大学）

会場校挨拶　髙栁　俊男氏

　　　　　　　　　　　　　　（法政大学）

議長の選出　 例年は議長、副議長を選出して

いるが、今年度はオンラインで

の開催となったため、事務局（明

治大学）が進行することとなっ

た。

議　事

　　１． 2020 年度事業報告・同決算報告に

ついて

　　　　 事務局（日本大学）から、配布資料

「2020 年度事業報告書」に基づい

て昨年度の事業報告があり、次いで

会計委員（東海大学）から配布資料

「2020 年度収支決算書」に基づい

て昨年度の収支決算が報告され、満

場一致で承認された。

　　２．2020 年度監査報告について

　　　　 監査委員（國學院大學）から決算が

適正であった旨の監査報告があり、

報告について満場一致で承認され

た。

　　３． 2021 年度事業計画・同予算案につ

いて

　　　　 事務局（日本大学）から、配布資料

「2021 年度事業計画書（案）」に基

づいて本年度事業計画案の説明があ

り、次いで会計委員（東海大学）か

ら配布資料「2021 年度収支予算書

（案）」に基づいて本年度予算案が説

明され、審議の結果、事業計画・予

算案とも原案通り満場一致で承認さ

れた。

閉会の挨拶　豊田　雅幸氏

　　　　　　　　　（副会長校・立教学院）

〔概要〕

　2021 年度東日本部会総会では、会長校に

よる挨拶に続いて、会場校挨拶がなされた。

今年度は Zoom を利用したオンラインでの開

催となったことから、議長および副議長の選

出は行わず、事務局が進行することとなった。

議題については、例年通り前年度 2020 年度

の事業報告および決算報告があり、監査報告

を含めて各会員に諮られ、支障なく承認され

た。続いて、2021 年度事業計画案および予

算案について説明がなされ、満場一致で承認

された。現下の状況では会の活動はオンライ

ンを活用して行うことが予想されることか

ら、オンラインの特性を活かして積極的に東

日本部会・西日本部会の研究会の交流を図る

こと等について意見が出され、今だからこそ

出来ることもあるので、意見・提案があれば

事務局まで寄せてほしい旨付言があった。
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全国大学史資料協議会東日本部会
2020年度収支決算書

2020年4月1日～2021年3月31日
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2020年度貸借対照表
2021年3月31日
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全国大学史資料協議会東日本部会
2021年度収支予算書（案）
2021年4月1日～2022年3月31日
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講　演
　講演１　古俣　達郎氏
　　　　　　　（HOSEI ミュージアム所員）
　　　　　 「法政大学における大学史編纂の

歩みと HOSEI ミュージアムの開
設について」

　講演２　北口　由望氏
　　　　　　　（HOSEI ミュージアム所員）
　　　　　 「HOSEI ミュージアムの取り組み　

−大学史展示をデジタルサイネー
ジでみせる−」

〔概要〕
　2021 年度東日本部会総会は、新型コロナ
ウイルス感染症の影響により東京都の緊急事
態宣言が発令される中、オンラインでの開催
となった。記念講演では、まず古俣達郎氏

（HOSEI ミュージアム所員）より「法政大学
における大学史編纂の歩みと HOSEI ミュー
ジアムの開設について」と題した講演を頂い
た。戦前期の周年事業と年史編纂からスター
トした同大学の大学史編纂が、1960 年代に
は実証主義に基づく通史という画期を経て、
恒常的な編纂体制を持つまでについて時系列
で報告された。それに伴い自校教育の実施や、
展 示 公 開 を 事 業 と し て 位 置 付 け る な ど、
HOSEI ミュージアム開設への要因になった
様々な出来事が紹介された。
　次に、北口由望氏（HOSEI ミュージアム
所員）により「HOSEI ミュージアムの取り
組み−大学史展示をデジタルサイネージでみ
せる−」との講演を頂いた。同ミュージアム
のメイン展示である「大学史サイネージ」に
ついて、導入の経緯や、メリット、デメリッ
トについて報告がなされた。質疑では、大学
史編纂やデジタルサイネージについての質疑
が闊達に行われ、年間テーマについて理解を

深めるための一助となる会であった。
　　　　　　　　　　　　　　（堀越峰之）

第 196 回東日本部会幹事会議事録
日　時　2021 年 4 月 23 日（金）
　　　　14 時 00 分～ 15 時 20 分
会　場　 法政大学市ヶ谷キャンパス九段北校

舎 2 階 K201 教室
　　　※ 対面とオンラインのハイブリッド開催
出　席　【対面】
　　　　國學院大學　専修大学　帝京大学
　　　　東海大学　日本大学　明治大学
　　　　立教学院　古俣達郎　檜皮瑞樹
　　　　法政大学（総会会場校）
　　　　【オンライン】
　　　　神奈川大学　淑徳大学
　　　　大東文化大学　武蔵野美術大学
議　題
　  （１）2021 年度東日本部会総会について
　　　・ 事務局（日本大学）より、当日のス

ケジュール案と担当者の確認があっ
た。新型コロナウイルスの感染状況
によっては、オンラインのみの開催
となることも考慮することが確認さ
れた。

　　　・ 事務局より事業報告、事業計画案、
会計校（東海大学）より決算書・予
算書案について報告があり、一部修
正を加え了承された。

　　　・ 古俣会員より、講演終了後の見学会
の流れについて説明があった。なお、
見学会はオンラインでも配信する予
定のため、幹事会終了後、HOSEI

全国大学史資料協議会東日本部会
幹事会議事録



− 13−

大学アーカイヴズ　№65

ミュージアムで電波状況の確認と
Zoom 配信の内容等について打ち合
わせを実施した。

　  （２）2021 年度研究会について
　　　・ 事務局より本年度の研究会担当につ

いて、幹事校分担表をもとに確認が
あった。

　　　・ 檜皮会員より、7 月研究会は 7 月
16 日（金）、千葉大学で開催するこ
とが提案され、了承された。内容は
デジタル・ヒューマニティーズ（人
文情報学）に関するもので、アジア
ユーラシア・グローバルリーダー養
成のための臨床人文学教育プログラ
ムについての紹介とのこと。

　  （３）2021 年度全国研究会について
　　　・ 西日本部会庶務校より、本年度の全

国研究会は東日本部会から報告者を
2 名出すように依頼があった。事務
局から、明治大学博物館で開催され
た 4 大学共催展「神田発信！大学
スポーツの軌跡」を報告のひとつと
する旨が提案され、了承された。も
う 1 名の報告については、事務局
と会長校が相談の上、5 月中に決定
することとなった。

　  （４）その他
　　　・ 編集担当の大東文化大学より、会報

の発行について報告があった。
　　　・ 事務局より、大学史資料所蔵機関紹

介ページの更新について 4 月 22 日
までに 29 件（東日本部会 17 件、
西日本部会12件）の修正依頼があっ
たことが報告された。また、更新費
用の見積もりについて事務局より報
告があり、了承された。

　　　・ 西日本部会第 1 回のオンライン研

究会（5 月 28 日開催）について、
東日本部会会員への周知依頼が西日
本部会庶務校からあった旨が事務局
より報告され、了承された。

　　　※ 後日、メールによる持ち回り審議で
以下の件が承認された。

　　　・ 事務局より、アート・ドキュメンテー
ション学会（JADS）から、オンラ
イン開催される年次大会についての
後援依頼があった旨報告があり、了
承された。

　　　・ 会計校（東海大学）より、① 2020
年度決算報告の一部修正、②昨年度
緊急避難的措置として実施した個人
会員年会費の免除について、本年度
は例年通り徴収、③年会費請求書は
すべて総会後に郵送の 3 件につい
て提案があり、了承された。

　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

第 197 回東日本部会幹事会議事
日　時　2021 年 5 月 27 日（木）
　　　　12 時 30 分～ 13 時 00 分
場　所　Zoom によるオンライン会議
出　席　神奈川大学　國學院大學　淑徳大学
　　　　専修大学　大東文化大学　帝京大学
　　　　東海大学　日本大学
　　　　武蔵野美術大学　明治大学
　　　　立教学院 　古俣達郎　檜皮瑞樹
議　題
　  （１）2021 年度東日本部会総会について
　　　・ 事務局（日本大学）より、当日のス

ケジュールと担当者の確認があっ
た。緊急事態宣言の再発出に伴いオ
ンラインのみの開催となったため、
進行についてあらためて確認がなさ
れた。
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　  （２）2021 年度研究会について
　　　・ 事務局より、本年度の研究会につい

て確認された。次回 7 月研究会担
当の檜皮氏より、千葉大学西千葉
キャンパスでハイブリッド形式にて
開催予定で、開催時刻は後日決定す
る旨が報告された。

　  （３）2021 年度全国研究会について
　　　・ 事務局より、全国研究会の開催方法

等については、6 月 8 日の西日本部
会幹事会での決定待ちであることが
伝えられた。

　　　・ 事務局より、全国研究会での東日本
部会の報告者については、日本体育
大学宮原氏、中央大学中川氏に依頼
する旨の提案があり、了承された。

　  （４）その他
　　　・ 事務局より、大学史資料所蔵機関紹

介ページの更新について、現在最終
校正中で 5 月末日には新ページに
更新できると報告があった。

　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

第 198 回東日本部会幹事会議事録
日　時　2021 年 7 月 16 日（金）
　　　　13 時 30 分～ 14 時 00 分
場　所　千葉大学西千葉キャンパス
　　　　法政経学部棟法政経第 1 会議室
　　　※ 対面及び Zoom によるハイブリッド

形式
出　席　【対面】
　　　　國學院大學　専修大学　東海大学
　　　　日本大学　明治大学　古俣達郎
　　　　檜皮瑞樹
　　　　【オンライン】
　　　　神奈川大学　淑徳大学
　　　　大東文化大学　帝京大学

　　　　武蔵野美術大学　立教学院 
議　題
　  （１）2021 年度東日本部会総会総括
　　　・ 事務局（日本大学）より、東日本部

会総会の総括があった。ハイブリッ
ドやオンライン形式での開催につい
ては、今後もより良い開催方法を検
討していくことが確認された。

　  （２）2021 年度研究会について
　　　・ 事務局より、研究会担当及び記録担

当について確認がなされた。
　　　・ 本日の研究会について、研究会担当

の檜皮氏よりタイムスケジュール等
の最終確認があった。

　　　・ 12 月研究会について、研究会担当
の専修大学瀬戸口氏より、慶應義塾
史展示館の見学会を開催したい旨の
提案があり、了承された。

　  （３）2021 年度全国研究会について
　　　・ 事務局より、全国研究会についての

タイムスケジュール等が確認され
た。

　　　・ 東日本部会が担当である 2022 年度
全国研究会会場校について検討され
た。いくつかの候補が挙げられたが、
次回、幹事会で決定することとなっ
た。

　  （４）その他
　　　・ 事務局より、インターネット資料収

集保存事業の一環として国立国会図
書館関西館より当協議会ホームペー
ジの情報を保存したいとの依頼が
あった旨が報告され、了承された。

　　　・ 事務局より、大学史資料所蔵機関紹
介について、5 月 28 日に最新の情
報に更新された旨の報告があった。

　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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第 122 回東日本部会研究会記録
日　時　2021 年 3 月 11 日（木）
　　　　14 時 00 分～ 16 時 00 分
会　場　印刷博物館研修室
　　　　（東京都文京区水道 1-3-3
　　　　　　　トッパン小石川ビル B1 階）
　　　※ 対面とオンラインのハイブリッド開催
出　席　【対面】
　　　　青山学院　神奈川大学　専修大学
　　　　帝京大学　東海大学　東京経済大学
　　　　日本大学　法政大学　明治大学
　　　　立教学院　早稲田大学　古俣達郎
　　　　齊藤浩次　林慎一郎　檜皮瑞樹
　　　　松田栄作
　　　　【オンライン】
　　　　お茶の水女子大学　國學院大學
　　　　淑徳大学　女子美術大学
　　　　聖心女子大学　大東文化大学
　　　　中央大学　東京農業大学
　　　　東邦大学　武蔵野美術大学
　　　　阿部伊作
　　　　　　　　　　　　　　（計 35 名）
会長校挨拶　瀬戸口龍一氏
　　　　　　　　（専修大学大学史資料室）
報　告
　　①「くずし字 OCR とふみのはゼミ」
　　　　　　　　（凸版印刷　福井尚子氏）
　　②「 「IMAGE WORKS」を活用した資料

の整理と共有について」
　　　　　　　　（凸版印刷　立木玲央氏）
　　③「 印刷博物館の設立とリニューアル」
　　　　　　　　（印刷博物館　宗村泉氏）
質疑討論　 報告終了後会場参加者・オンライ

ン参加者により実施

見　学　印刷博物館

〔概要〕
　凸版印刷「印刷博物館」を会場として「企
業における史資料アーカイブの取り組み（発
掘・共有・公開など）の現状について」をテー
マに、3 つの事例報告と見学会が行われた。
　報告 1 の福井氏は「凸版印刷のくずし字
に関する取り組み」と題し、同社が力を入れ
る古文書読み込み及びくずし字解読システム
である「ふみのは」サービスの概要と仕組み、
活用方法について解説された。報告 2 の立
木氏は「クラウド型ファイル管理・共有サー
ビス『IMAGE WORKS』のご紹介」と題し、
デジタルデータの管理共有活用方法の効率化
と新たな取り組みについて説明された。報告
3 の宗村氏は「印刷博物館の設立とリニュー
アル」と題し、同館の概要やリニューアル時
の概念と同社の方針などについて報告され
た。3 名の報告を受けて質疑応答、意見交換
を行った後、開設20周年記念としてリニュー
アルされた「印刷博物館」を見学、散会となっ
た。
　なお、今回の研究会は Zoom によるオンラ
イン参加と現地に参集しての対面参加とのハ
イブリッド方式を用いた初めての試みであっ
た。通信状況もほぼ問題なく、双方向で見学
会まで滞りなく進行することができた。
　　　　　　　　　　　　　　（浅沼薫奈）

第 123 回東日本部会研究会記録
日　時　2021 年 7 月 16 日（金）
　　　　14 時 30 分～ 16 時 00 分
会　場　千葉大学西千葉キャンパス
　　　　法政経学部棟（文・法 2 号棟）
　　　　法政経第 1 会議室
　　　※ 対面とオンラインのハイブリッド開催

全国大学史資料協議会東日本部会
研究会記録
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出　席　【対面】
　　　　國學院大學　専修大学　東海大学
　　　　日本大学　明治大学　古俣達郎
　　　　林慎一郎　檜皮瑞樹
　　　　【オンライン】
　　　　青山学院　お茶の水女子大学
　　　　神奈川大学　上智大学
　　　　女子美術大学　大東文化大学
　　　　玉川大学　中央大学　帝京大学
　　　　東京農業大学　東洋大学　法政大学
　　　　武蔵野美術大学　明星学苑
　　　　立教学院　亀谷篤志
　　　　　　　　　　　　　　（計 33 名）
会長校挨拶　瀬戸口龍一氏
　　　　　　　　（専修大学大学史資料室）
講　演　 「情報の構造化によるデータベース

の検索利便性の向上」
　　　　（千葉大学人文社会科学系
　　　　　　  教育研究機構　小風尚樹氏）
質疑討論　 報告終了後会場参加者・オンライ

ン参加者により実施

〔概要〕
　標記の研究会が、会場及び Zoom によるオ
ンライン参加のハイブリッド方式にて開催さ
れた。小風氏による講演は、デジタル資料に
おける「テキストマイニング」技術を駆使し
た人文科学の研究やその成果について、「デ
ジタル・ヒューマニティーズ」（DH）の視点
からテキストデータベース構築の可能性につ
いて展望を述べたものであった。デジタル資
料を単なる文字情報に留めることなく、含有
する様々な情報をタグ付けし構造化すること
で、デジタルアーカイブの理解や検索利便性
の向上が可能になる、という点について、国
内外のアーカイブ事例の紹介を交えながら、
DH 理論の観点に基づく具体的な報告がなさ

れた。講演に続いての質疑応答では、DH 理
論と従来の言語学分野との関連性や、講演内
で紹介された「渋沢ダイアリー」構築の具体
的な作業過程、実際のタグ付け実践における
留意点、さらに大学史編纂との関連性等、会
員間で活発な質疑が交わされた。
　　　　　　　　　　　　　　（椿田卓士）

ご 案 内

全国大学史資料協議会および同協議会
東日本部会に関するお問い合わせ、入
会申し込みは、下記へご連絡ください。

【日本大学企画広報部広報課（大学史）】

〒102-8275
　東京都千代田区九段南4-8-24
　TEL：03（5275）8444
　MAIL：nuhistory@nihon-u.ac.jp
【明治大学史資料センター】

〒101-8301
　東京都千代田区神田駿河台1-1
　TEL：03（3296）4085
　MAIL：hismate@meiji.ac.jp

会 報 編 集

【大東文化大学　大東文化歴史資料館】
〒175-0083
　東京都板橋区徳丸2-19-10
　大東文化大学徳丸研究棟
　TEL：03（5399）7646


